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Abstract
This study analyzed the overall trends in the six categories of first-year college students’ 
English learning strategies. The participants were 1200 students of 11 departments (981 non-
English-major students and 219 English-major students). The median of all six categories was 
below the midpoint (2.5), meaning that the students were reluctant to learn English. While the 
participants’ median values for memory strategies, communication strategies, and socio/
affective strategies were relatively high, their median values for cognitive strategies, 
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図７　６つのカテゴリーにおける英語学習方略データ分布比較
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　飯田ら（2020）は大学における英語教育に対
し、看護学科生から４つ（「英語学習の意義と
目的の明確化」「コミュニケーションのための
英語学習」「英語学習継続のための助言」「大学
での英語学習のあり方」）、また国際教養学科生
から１つ（「実用的・実践的な英語使用の機会」）
の要望があることを報告した。この結果と本研
究で得た結果を合わせ考えるに、これまでの受
験英語と異なる大学での英語学習では、英語学
習における「次の目的」を学生に対して明確に
することが重要である。そして学生の興味や関
心を引きつけるために、これまでの英語教育で
は体験することが困難であった「使う英語」を
実現するコミュニケーションのための機会提供
および環境設備が期待される。また、両キャン
パスに英語専攻の学生がおり、英語学習におい
てその「成功者」と評価できる学習者が存在す
ることから、自らの英語学習法や成功体験を紹
介することで、学生同士の刺激的学習交流の可
能性も期待できると考える。大学生ならではの
理想自己の達成感や自己効力感を高めるために
「英語×知性・教養」をキーワードとして、本
学らしい英語教育理念および方針の構築が期待
される。
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つのカテゴリーにおける中央値は全て中間点
（2.5）を下回る。しかしながら、英語学習に
消極的姿勢でありながらも記憶方略、コミュニ
ケーション方略、情意・社会的方略における中
央値が比較的高い。これは多くの学生が、記憶
方略においては受験を含むこれまでの英語学習
において語彙や文法を覚えることを中心に学習
してきたこと、英語学習自体には積極的に取り
組むことが困難だが「もし機会があれば」これ
までに身につけてきた英語力を駆使し英語を使っ
てみたい、あるいは「このように」英語を使わ
なければならない状況で工夫したいという気持
ちが、これら３つの方略の中央値を押し上げて
いると考える。一方で認知方略、メタ認知方略、
ICT 方略における中央値が低い傾向にある。
英語を実生活で使用する機会がない環境にある
こと、英語力向上のために必要な学習方法がわ
かっていないこと、特に英語学習において
ICT 活用がなされていないことが大学１年次
生の特徴である。インターネットや SNS など
生活における ICT は必須であるが、英語学習
を目的とした活用には活かされていない。なお、
各カテゴリー上部に外れ値が見られるが、これ
は英語専攻群・英語非専攻群に限らず英語学習
方略に対する積極的姿勢の強い回答者が存在す
ることを示している。
５　今後への示唆
　本研究の目的は、大学１年次生の英語学習方
略について６つのカテゴリー（記憶方略、認知
方略、コミュニケーション方略、メタ認知方略、
情意・社会的方略、ICT 方略）における傾向
を分析することであった。結果として、本学１
年次生は全てのカテゴリーの英語学習方略を使
用しておらず、特に認知方略、メタ認知方略、
ICT 方略においてはより低い結果となった。
このような現状において大学は何をすべきか。
23大学１年次生の英語学習方略における全体的傾向
